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論 文 内 容 の 要 旨

申請者高崎栄一の主論文は 63Niの基底状態附近の低位励起状態について, それらのスピン ･パ リティ

をあいまいさの少い方法によって実験的に決定したものである. 実験の目的は単一粒子状態 (所謂殻的状

態) と集団励起状態 (ここでは振動状態) の共存すると考えられている (f,p)殻核の一つである63Niの

低位準位の性質を明らかにし, この現在の核構造研究の主要課題である (∫,p)殻核について重要な実験

的知見を加えようとするものである｡ 実験方法としては標的核として 62Niをえらび (この核は天然に存

在する Niのうち4%にすぎないので, ここでは同位元素的に濃縮されたものが使用された) これに京大

タンデム ･バンデグラーフで加速された陽子を衝撃し, 62Ni核より弾性的に散乱された陽子の偏極度 (ス

ピンの上向きと下向きの相対的割合) を測定し, これの入射陽子エネルギーに対する依存性及び散乱角度

依存性を調べた｡ その際, 入射エネルギーが陽子と62Niによりつ くられる複合状態 (63cu の高励起状態

になる) に 63Niのアイソパ リック ･ アナローダ共鳴 (Ⅰ･A･R と以下略記) が含まれるように選ばれた｡

アイソパ リック ･ アナローグ共鳴とは, ある核の状態にアイソ･スピンの第3成分を1だけ減らす演算

子を作用した時に出来る状態である, つまり余分の中性子の一つを陽子をかえて出来る状態を同じ位相で

重ね合わせて出来る状態であり, 略 1個の陽子のクーロン ･エネルギーだけ親核より高いところにあり,

共鳴として観測される. そしてこれらの共鳴は親の状態と同じスピン ･ ,く') ティをもっている｡ 即ちこれ

により 63cuの状態のうち, 63Niの Ⅰ.A.R について偏極度の依存性が共鳴のスピン ･パ リティに強 く

依存することを利用して Ⅰ.A.R のスピン ･ パ リティをきめ, これらの親核である 63Niの状態のスピ

ン ･パ リティをきめたのである｡ 偏極度の測定は散乱された陽子を再度 12C 核によって散乱させその左

右の非対称性をはかることによって行なわれた｡ 陽子と12C との相互作用については, すでに詳細な実験

的知見があり, それを利用して, 申請者がこのエネルギー領域に対して最適になるように (高収量と高偏

極能) 新に開発した装置 (参考論文 2 参照) が使用された｡ 申請者の用いた方法は共鳴パラメータを除い

て核散乱に関する仮定が最小限であるため, その結果の信頼度は高い｡ しかしながら既に述べた如 く, 二
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回散乱を行なうため, 高度の技術を要するため広 く用いられるにいたっていないが, 申請者は上記ボラリ

メークの開発によりこの困難を克服したのである. 申請者は U3Niの準位のスピンパ リティについて, 低

い方から順に 亮一, 5/2-, % 一, Ji- であるという結論を出し, このうち特に第一と第三励起準位はこの実

験によって確定したものである｡ 又基底状態と第二励起状態については, 従来の実験から予想されていた

ものを確認したO 又第一一励起状態については更に共鳴の位置で角分布を測定し, その結果が確実なもので

あることを保証している｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

申請者高崎栄一の主論文は 63Ni核の基底状態附近の低位準位のスピン ･パ リティを実験的に決定した

報菖である｡ 63Ni核の属する (f,p)殻核の低い励起状態の準位の様子を調べることが核構造の研究にと

って現在の中心的課題の一つになっており, そのような意味で, 本研究は時機を得たものといえよう｡ こ

の辺 りの核は閉殻核からそうはなれていないので強 く変形はしていないが, 充分やわらかく集団的に振勤

しやすい状態であり, 一方閉殻に近いことから殻的な単一粒子的準位も共存しうる領域であり, 現在核構

造の研究にとって最も有力な手段である殻模型的アプローチでこの共存状態に迫ることが可能である｡ し

かし, なによりもこの辺 りの核構造を明らかにするためにはこれらの核の準位の位置スピンパ リティを確

実に知ることが必要である｡ そしてこれによりまず核構造のモデルがチェックされ更にこれらの準位の電

磁簿能率 (pや Q)についての実験値と比較され更に準位相互間の電磁転移について検討されることに

なる｡ (f,p)殻核の研究にとって第一義的な情報である準位のスピンパ リティについての知見が未だ充分

でなく, この意味で本論文が評価されてよい｡ さて実験内容であるが, 申請者のとった 62Ni(p.p)62Ni

弾性散乱におけるアイソパ リックアナローダ共鳴の偏極度のエネルギー依存性をはかるやり方は実験結果

の解析において核散乱に対する仮定が最小限である点で信頼度の高い方法であるにも拘らず偏極度の測定

が二回散乱という手段を必要とするため広 く行なわれるに至っていない｡ そのために技術的に何らかの手

段の開発が必要であるが, 申請者はこのエネルギー領域で高収量で高偏極能をもったボラリメーターの開

発に成功し, この困難も克服した｡ このため実験精度があがり実験結果を信頼できるものたらしめている｡

結果として 63Niの準位のスピンパリティを低い方から順に Ji-, 5/2-, 罪-, 万一であることを確定した｡

特に第一と第三励起状態は申請者の実験によって始めて決定されたといってよい｡ 基底状態と第二励起状

態については今迄の他の方法による実験結果を再確認した｡ 特に第一励起状態については共鳴のエネルギ

ー位置で角分布をと･り申請者の結果が確実なものであることを保証している｡ スピンパ リティを決めるに

は, 従来より種々の方法が提案され試みられ てい るが, それらの大部分はパリティと二種類の角運動量

(スピン) を決めうるにすぎず, 申請者の用いた方法はこの2種類のスピンをはっきりと区別出来る点が

優れている｡ 上述した如 く, この方法は実験的には高度の技術を要するが, 解析におけるあいまいさが極

めて少 く, 結果は充分信頼できると考えられる｡ 以上の如 く現在の核構造の研究にとって主要なテーマと

なっている (f,p)殻核について新しく且つ確実な実験的知見を加えたことは, 今後の核構造研究の発展

においてその意義は大きい｡

よって, 本論文は理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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